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向
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由
〉
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（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

旧
居
の
復
元
手
法
に
つ
い
て

『
第
４
回
（
仮
称
）「
漱
石
山
房
」
記
念
館
整
備
検
討
会
』

の
報
告

　

11
月
10
日（
土
）午
前
、榎
町
地
域
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

第
４
回
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
を
除
く

26
名
の
検
討
委
員
の
う
ち
、21
名
の
参
加
に
よ
り
、（
仮
称
）

「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備
に
お
け
る
旧
居
の
復
元
手

法
に
つ
い
て
、
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
は
、
自
由
参
加
に
よ
り
類
似
施
設
の
見
学

会
を
開
催
し
、
11
月
１
日
に
開
館
し
た
文
京
区
立
森
鷗
外

記
念
館
、
池
波
正
太
郎
記
念
文
庫
（
台
東
区
）
の
見
学
を

行
い
ま
し
た
。

　

新
宿
区
よ
り
、
施
設
整
備
の
基
本
理
念
や
こ
れ
ま
で

行
っ
て
き
た
基
礎
調
査
等
の
成
果
を
踏
ま
え
、（
仮
称
）

「
漱
石
山
房
」
記
念
館
の
整
備
に
お
け
る
旧
居
の
復
元

手
法
に
つ
い
て
、
基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
に
関
わ
る
前
提
条
件
と
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

要
素
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

旧
居
に
関
す
る
基
礎
調
査
の
概
要

　

旧
居
の
新
た
な
写
真
や
図
面
は
発
見
さ
れ
ず
、
書
斎
・

客
間
以
外
の
居
室
に
つ
い
て
の
情
報
は
極
め
て
乏
し
い
。

整
備
予
定
地
の
概
要

　

漱
石
公
園
の
存
続
を
前
提
と
し
、
植
栽
・
外
構
等
は
一

体
的
に
整
備
す
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
関
連
法
規
や
建
築
基

準
法
等
を
遵
守
す
る
。

施
設
整
備
の
基
本
理
念
に
つ
い
て

　

８
つ
の
基
本
理
念
の
下
に
「
文
豪
・
夏
目
漱
石
の
初
の

本
格
的
記
念
施
設
」
を
整
備
す
る
。

　

旧
居
跡
地
と
い
う
「
土
地
の
記
憶
」
を
可
視
化
す
る
こ

と
も
含
め
、情
報
発
信
の
拠
点
、情
報
収
集
・
研
究
の
拠
点
、

ま
ち
歩
き
や
新
宿
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ア
ム
の
拠
点
と
し

て
整
備
し
、
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る
。

委
員
の
感
想
・
意
見

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈

類似施設見学［文京区立森鷗外記念館］

会議風景

新
宿
区
文
化
観
光
課
文
化
資
源
係

Ｔ
E
Ｌ
．
０
３
・
５
２
７
３
・
３
５
６
３
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展
示
室
等
の
諸
室
を
備
え
た
記
念
館
を
整
備
し
、
そ
の
内

部
に
書
斎
・
客
間
を
含
む
旧
居
の
一
部
を
復
元
す
る
。

書
斎
・
客
間
の
二
室
を
中
心
と
し
た
復
元
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
資
料
的
な
裏
付
け
が
あ
る
た
め
、
あ
る
程
度
忠
実

な
復
元
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
部
屋
に

つ
い
て
は
情
報
が
極
め
て
乏
し
い
中
で
、
事
実
上
、
復
元

は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
屋
外
に
旧
居
を
独
立
し
た
建
築
物
と
し
て
新
築
し

た
場
合
、
継
続
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
要
す
る
と
と
も
に
、

数
十
年
後
に
は
大
規
模
な
修
繕
ま
た
は
、
建
替
え
が
必
要

に
な
る
。
さ
ら
に
、
東
京
都
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
等

に
よ
り
通
路
や
出
入
口
の
幅
の
確
保
や
ス
ロ
ー
プ
の
設
置

等
が
義
務
付
け
ら
れ
、
忠
実
な
復
元
は
困
難
で
あ
る
。

質
疑
応
答
の
後
、
各
委
員
の
意
見
発
表
を
行
っ
た
結
果
、

区
の
基
本
方
針
に
対
し
て
、
検
討
会
と
し
て
の
同
意
を
得

ま
し
た
。

・
　

漱
石
は
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
で
も
ま
れ
に
見
る

　

文
人
趣
味
の
強
い
人
物
だ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
面
影
が
感

　

じ
ら
れ
る
再
現
を
目
指
し
て
ほ
し
い

・
　
「
漱
石
山
房
」
の
書
斎
の
調
度
品
・
文
具
類
・
書
籍
な
ど
は
、

　

で
き
る
限
り
忠
実
に
再
現
し
て
ほ
し
い
。

・
　

庭
を
再
現
で
き
る
点
な
ど
、
二
棟
構
成
（
Ａ
）
の
良
い

　

と
こ
ろ
を
う
ま
く
取
り
込
ん
で
、
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・
　

建
築
と
し
て
魅
力
が
あ
る
建
物
に
し
て
、
公
園
と
一
体
的

　

な
整
備
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
　

漱
石
は
大
変
寒
が
り
で
、
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
が
好
き
だ
っ
た

　

の
で
、
回
廊
に
座
っ
て
執
筆
し
た
と
い
う
。
漱
石
の
そ
う

　

い
う
人
柄
が
出
る
よ
う
な
空
間
と
し
て
ほ
し
い
。

・
　

施
設
管
理
は
非
常
に
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
二
棟
構
成

　
（
Ａ
）で
は
負
担
が
大
き
す
ぎ
る
。
建
物
内
で
の
復
元（
Ｂ
）

　

に
よ
り
、
記
念
館
本
来
の
業
務
に
注
力
す
べ
き
。

・
　

二
棟
構
成
（
Ａ
）
が
で
き
る
と
良
い
が
、
実
現
性
を
考
え

　

る
と
施
設
内
で
の
復
元
（
Ｂ
）
が
妥
当
だ
。

・

    

来
館
者
の
動
線
や
見
学
の
し
や
す
さ
を
考
え
る
と
、

　

施
設
内
で
の
復
元
（
Ｂ
）
が
望
ま
し
い
。

こ
う
し
た
条
件
を
踏
ま

え
、
新
宿
区
で
は
、
漱

石
山
房
復
元
と
展
示
･

管
理
施
設
の
二
棟
構
成

（
Ａ
）
と
新
規
施
設
内

に
漱
石
山
房
を
展
示
再

現
（
Ｂ
）
す
る
二
案
を

比
較
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

案
の
特
徴
を
整
理
し
ま

し
た
。
比
較
に
あ
た
っ

て
は
、
漱
石
山
房
復
元

の
意
義
･
再
現
性
、
建

築
基
準
法
等
の
法
令
上

の
課
題
、
見
学
動
線
や

見
学
方
法
の
課
題
、
維
持
管
理
、
運
営
な
ど
の
多
角
的

な
視
点
か
ら
、
二
案
の
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
を
分
析

し
、
評
価
を
行
い
ま
し
た
。


